
令和5年度　市民公開講座

 認知症とともに生きる
～互いに支え合う社会を目指して～

65歳以上の5人に1人が認知症になると言われています。

認知症は、『 特別な病気 』ではなく、私たちにとって『 身近な存在 』になりつつあります。

　　「認知症」だけでなく、「その人」を理解する
　　  ～パーソン・センタード・ケアの考えから学ぶ～

もし、大切な人が認知症になったとき、あなたが認知症になったとき。

どのように生き、どのように接してもらいたいか。一緒に考えてみませんか。

日時 令和5年7月2日（日）　13時30分～15時20分

会場 妙高市勤労者研修センター　大研修室

その他
・参加は、先着100名様まで

・申込方法は裏面をご覧ください。

　　　ＮＰＯ法人パーソン・センタード・ケアを考える会　代表　村田　康子　氏
ブラッドフォード大学 DCM 認定上級師。作業療法士。筑波大学大学院教育研究科

リハビリテーションコース修了。認知症のある人が、人として認められ、尊重されることを

目指し、ケア現場への支援や研究、研修、翻訳等に携わる。

　　認知症があっても笑顔で暮らせる！

　　地域共生型デイサービスよいさ　管理者　安樂　大　氏

パーソン・センタード・ケア
　トム・キッドウッド教授により提唱された認知症ケアの理念。たとえ認知症になったとしても、

　一人の人として変わらず尊重し、支え合う人間関係の構築を目指す。

【問い合わせ・申込先】

　　妙高市役所福祉介護課　地域包括支援係
　　電話：74-0017　ＦＡＸ：72-7659
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7/2（日）市民公開講座　参加申込について

6月23日（金）までにFAXまたは二次元コード、電話でお申込みください。

１．　ＦＡＸでお申込みをされるかた ： 氏名と電話番号を記入して、ご送信ください。

妙高市福祉介護課　地域包括支援係　宛

ＦＡＸ：72-7659

氏名 電話番号

２．　二次元コードでお申込みをされるかた

３．　電話でお申込みをされるかた

　妙高市役所福祉介護課　地域包括支援係：74-0017

～ あなたの参加をお待ちしております ～

①二次元コード（右のバーコード）を読み取る

②申込フォームの必須項目を記入

③送信を押す


